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本日出席会員 38 名 

本日出席会員 33 名 

 メークアップ（前々回） 6 名 

  出席率（前々回補正） 88.89% 

ロータリーソング「我らの生業」 
 
会長挨拶 第 70 代会長 宮本 俊                 

皆様こんにちは。本日も例会にご参加いただきあり

がとうございます。本日のプログラムは先に開催さ

れた炉辺会合の発表ということでございます。テー

マが「これからのロータリー活動に期待すること」

ということで非常にざっくりとしたテーマでありま

すので、それぞれの会合でいろんな議論がなされた

のではと考えています。発表者の皆様にはお疲れ様

でございますがどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、本日、2月 20 日は「アレルギーの日」だと

いうことです。ある著名な免疫学者が抗体の一つを

発見した日だそうです。アレルギーといえばこれか

らの季節、花粉症が心配であります。すでに症状が

出ている方もいるのではと思いますが、ご自愛いた

だきたいと思います。会員に医療関係者の方がいる

中で甚だ僭越ではありますが、少しお話を。 

花粉症が発症するまでに各人花粉を許容できる器

のようなものがあり、その大小は誰にも分からない

ということでございます。その器を上回る花粉が体

内に蓄積された段階で発症するということなので、

今、花粉症でない方も普段からマスクなどでその器

を埋めないことが大事だということです。これから

春に向け活動も活発化する時期ですので皆様におか

れましては花粉症に負けないようご活躍いただけた

らとお祈りし挨拶にさせていただきます。 

 

プログラム                    

炉辺会合報告 

「今後の武生 RC の活動について」 

【1 班】日時：2 月 6 日 18：00～ 場所：うおとめ 
責任者：辻岡俊三（欠席） 発表者：谷尾準一 
参加者：内藤義介、奥村 忠、田中大成、三村昌之、 
    宇野晃成、三田村久光、西本久美子、鷲田文枝 

私自身は 3 回目の参加で初めて発表者となりまし

た。当日、責任者の辻岡さんがご欠席となりました

ので責任者兼務となり緊張しましたが、皆様のおか

げで無事終えることができました。ありがとうござ

いました。 

さて、内容ですが、本年度は武生ロータリーとし

ては 70 周年の節目を迎え、4 月に 70 周年式典を台

湾中壢区の方々を迎えて開催することが中心となり

ます。武生ロータリーとして、かつては花筐公園の

桜の植樹や清掃、吉瀬川清掃等の事業がありました

が、年度の会長判断で事業を行っていることもあり

継続事業とはなっていないのが現状とのこと。昨年
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度は白崎公園の清掃、本年度はパラダイス会との事

業がありました。今後は、白崎公園の清掃事業をイ

ンターアクト活動を通じて高校生たちと一緒に行っ

たり、パラダイス会さんとは「収穫祭」のような事

業を行ったりと、ご縁を継続していくと良いのでは

ないかとの話がでました。また、活動を行う上で各

種事業は「奉仕とお楽しみをセットにして」設える

と、参加者が増えるし、学生や市民を巻き込むこと

ができるのではないかというご意見がございました。

そして活動を続けていく上で、活動の質（人員の面）

でも予算の面でも、会員増強活動を継続的に行って

いくことが重要だと話し合いました。候補者の方や

入会を検討される方がいれば、積極的に先輩方に相

談していこうと思います。また、府中ロータリーさ

んとの協働についても話題となり、インターアクト

活動を合同委員会で進める案など、より濃く交流を

行っていくことで、より良い形が見えてくるのでは

ないかという話にもなりました。 

懇親会も楽しく開催され、最後に内藤さんが「今

日はいい会だった、楽しかった！」と仰っていたの

が印象的でした。私も楽しかったです。 

 

【2 班】日時：2 月 3 日 18：00～ 場所：うおとめ 
責任者：佐々木忠彦  発表者：藤原義浩 
参加者：井上常宏、有定静子、桶谷三枝子、小泉義廣 

前回のテーマ「I ＳＥＲＶＥ・ＷＥ ＳＥＲＶＥ」

の時と同じように、ロータリークラブとライオンズ

クラブの活動を比較したり、他の慈善団体の活動を

見てロータリークラブの活動をどうしていくかとい

う発想になってしまうのかなと感じました。 

・市民に見える活動がない 

（例えば公園など公共施設での清掃活動など） 

・楽しい活動がしたい 

（活動の後の懇親会なども含めて） 

・寄付とかだけでなく、汗を流す活動が良いのでは 

（例えばボランティア活動） 

・継続した事業が無いように感じる 

（ロータリー財団？のお金を活用すると 3 年以

上継続した事業はできないというご意見もあ

りました） 

・武生東高校とは継続した関係があるが、武生高校 

等とも関係を持ってはどうか 

（玉村会員が同窓会長でもあり、顕彰事業への

協力など） 

・台湾との交流もこちらから行ってはどうか 

  （最近は台湾から来ていただいている状況） 

・高校生の会員企業訪問も再開してはどうか 

  （何年間かは、会員の企業の協力を得て受け入

れを行っていた） 

・補助金の申請スケジュールがタイトで、検討期間 

が少ない（役員の改選時期と申請期限の関係） 

・まずは会員の増強が必要ではないか 

・会員勧誘の課題の一つに会費の問題がある 

 → 負担の軽減の検討も必要 

   弁当を出す出さない→ 開催時間の検討 

・今まで寄付したものの現状確認  

→ 修繕や撤去の働きかけ 

・75 周年に向けての行動も始めていく必要がある 

・困っている子供たちへの支援ができないか  

→ 子ども食堂への支援など 

・活動をマスコミへアピール  

→ 活動の新聞掲載による見える活動へ 

 
【3 班】日時：2 月 7 日 18：00～ 場所：うおとめ 
責任者：米岡房直  発表者：林 豊和 
参加者：田中 茂、宮本 俊、市川隆成 
 

・テーマは「今後の武生ロータリークラブの活動に

ついて」でしたが、次年度のことより準備期間を考

えると 75 周年に向けてが大事だろうということで

75 周年行事に向けて話し合いました。 

・米岡会員より、50周年記念事業の内容は、特別記

念講演会、市民にヒマラヤ桜の苗木プレゼント、総

社大神宮境内にしだれ桜献木、今立町へ太陽光時計

塔寄贈とヒマラヤ桜を植樹、新図書館へ植樹目録贈



 

呈、音楽祭フォーラムを開催といったものでした。 

・特別記念講演では、「ヒゲの殿下」の愛称で親しま

れた三笠宮寛仁（ともひと）さまを講師に武生パレ

スホテルで講演を行い、約 700 人が聴講されたそう

です。 

・一方、ヒマラヤ桜はすぐ切った、植樹は難しいの

では？福井では無理、土が合わないから枯れてしま

うとの意見がありました。 

・やはり、特別記念講演がいいが、50 周年記念事業

の時のように知名度ある大物の講師を呼んでこられ

るのか、との意見が出ました。 

・50周年の時は、鎌谷会員のお父様が会長で、その

人脈はすごかったとの話になりました。アサヒビー

ル社長、サントリー社長、月桂冠の社長、灘の酒造

会社の社長等々。 

おそらく「ヒゲの殿下」も、鎌谷会員のお父様の人

脈で呼べたのではないかとのことでした。 

・50 周年の時は、会員もたくさんいた、おそらく 70

人以上はいた。しかし、4年後の 75周年の時は人も

減っている可能性がある。今の 60 歳代の人が動かな

いといけない、という議論に移りました。 

・人の話、会員数の話から、会員を増やさないとい

けないという話題に移り、何故ライオンズクラブは

会員が多いのか？との議論になりました。 

・ロータリーは格式が高いのか？いや週１の例会の

ロータリーと隔週で例会を行うライオンズの違いで

は？といった話し合いになりました。 

・武生ライオンズはやめないらしいぞ、とか、武生

セントラルライオンズは、大リーガーの吉田正尚選

手を呼んだらしいとの話も出ました。（後で調べると

去年の 12 月 10 日に武生セントラルライオンズクラ

ブが 50 周年記念事業として、吉田選手を招き越前市

野球連盟に所属する小学生の７チームから 5、6年生

約 80 人が参加した野球教室が開かれたみたいです。） 

・やはり、ライオンズは打ち出し、アピールが上手

いが、ロータリーは下手との意見が出ました。 

・そこから、具体的な今の候補として誰にアプロー

チしているかとの話になりました。 

・なんやかんやで 1 時間の話し合いになり、最後は

「75周年に向けて会員の増員が大事」との結論で終

了しました。 

 

 

【4 班】日時：2 月 7 日 18：00～ 場所：うおとめ 
責任者：河合敏一  発表者：岡田与士正 
参加者：柿谷好彦、梅田雅彰、鎌谷孝之、 
    前田武彦、山口和弘  

発表者の岡田です。皆さま宜しくお願いいたします。 

こちらのグループは、責任者 河合敏一さんのもと、

炉辺会合を開催しました。さて、１時間ほど議論し

まして、河合さんの絶妙な漫談を交えながら、公式

な会合、例会では言えないことや初歩的な質問や意

見がでて、肩肘のはらない会合として、和気藹々と

過ごすことができ親睦も深められたと思います。今

回、テーマは「今後のロータリーに期待すること・

活動について」ということで、議題を 2 つに絞り込

んで話し合いました。その内容は「会員数」と「今

後の事業」についてです。 

会員数のピークは、1994 年から 1995 年の 90 人でし

てそこから減少しています。 

減少している理由までの話し合いは出来ませんでし

たが、今後、ロータリークラブ発足の「一人一業種

制」はしっかりと守りつつ、入会してほしい会員の

業種を調べ上げる必要があるという意見もでました。

理由としては、先入観でその方の会社の業種を見て

いるかもしれないからです。また、武生ロータリー

クラブの大きな冠事業をつくること。プレスリリー

スや SNS を活用して世間に広めれば微力かもしれま

せんが会員数の増加に繋がると思います。 

それから、もう一つの議題の「今後の事業について」

では、日本や越前市が抱える問題の一つの「2040 年

問題」を見据えて、インターアクト事業の強化でし

て、学生との関りを更に強固にする事業を行ってい

くことが大切ではないかと意見が出ました。 

一度、県外にでた人たちを呼び戻すことは難しいか

もしれませんが、取り組んで実行することが大切だ

と思います。時間も迫っているのでここで最後にし

ますが、入会して 7 ヶ月の私にできることは会員数

増加のお手伝いだと思っています。この会の価値は

しっかりと伝えることはできませんから、今後は積

極的にご紹介をさせていただきます。 



 

【5 班】日時：2 月 6 日 18：00～ 場所：魚又 
責任者：竹内紀昭  発表者：土田康博 
参加者：野田義弘、河嶋 一、橋本勝利、上野 巌 
    杉本正一、河合洋典、石塚喜章  

テーマに関する検討内容は、以下の 7点でした。 

１ ロータリーの目的 

２ 70 周年記念式典 

３ 姉妹クラブ中壢クラブの接待やその関係 

４ 会員参加の奉仕事業の有り方 

５ 5 年後の 75 周年記念事業 

６ 会員増強 

１ ロータリーの目的について、おさらい。          

２ 70 周年記念式典について内容の紹介や確認。 

中に、担当者の会員がおり、どのような内容にした

らよいか相談が行われたこともあった。 

50 周年の際には、40周年までをダイジェストに、そ

れ以降を細かく紹介したりしたとのことであった。 

３ 姉妹クラブ中壢クラブの接待やその関係 

福井での観光はこちらが段取りをする必要はなく、

相手方に自分たちのスケジュールを組んでもらい、

自分たちで行ってもらう予定とのことでした。過去

には、雪が珍しかったので立山に行ったこともあっ

たらしい。 

懇親会のみ武生ロータリー主導で行う予定だが、現

時点ではその食事内容に困っているとのことであっ

た。 

関係としては、3 年に 1 度調印を行うということで

ある。これは調印には期間があり、その更新のため

に相手方に交互に訪問するとのこと。 

一時期は 5 年に延長されたこともあったらしいが、

すぐに 3年に戻ったとのこと。 

４ 会員参加の奉仕事業の有り方 

以前の吉野瀬川の清掃作業や植樹作業を行ったこと

を聞いた。 

継続事業は基本的にやらないが、単年度では難しい

事業については、継続で行ってもよい傾向になって

きている。 

５ 5 年後の 75 周年記念事業について、早くから話

をするのだなぁと思っていたら、実行委員長（予定

者）は 3 年ほど前から考えていかなくてはならない

とのことで、とても大変な事業であるなと感心した。 

25 周年の区切りはクオーターという意味で事業を

行うものであり、これにはアメリカの通貨にもある

クオーターに由来するのではないか、という意見も

あったが、詳細は分からずじまいだった。 

帰ってから、今流行りの人工知能（チャット GPT）に

聞いてみたところ、以下のような理由であった。 

☆チャット GPT による回答☆ 

クラブごとに異なるが、一般的には 25 周年記念式典

が特別視されることが多い。 

理由としては「25周年は、クラブの持続的な活動を

象徴している。10周年や 5周年も重要だが、25周年

はより長い期間をカバーしており、クラブの歴史と

伝統を尊重する機会であったり」、「感謝と共感を感

じる時期であったり」、「次の節目への準備」であっ

たりする。 

総じて、25 周年記念は、クラブの結束を強め、感謝

の気持ちを共有し、次の 25 年に向けての活動を計画

するための特別な機会となっている。 

６ 会員増強は全員で対応に当たらなければならな

い点だと再確認した。 

 
ニコニコ箱・・・26,000 円 累計  1,096,840 円       
 

・炉辺会合の報告、よろしくお願いいたします。 

             【宮本 俊】【橋本勝利】 

・土田さん炉辺会合の発表よろしく。   【竹内紀昭】 

・2/23 より中央公園にて、大河ドラマ館がオープンし

ます。一度は行ってみて下さい。    【奥村 忠】 

・早退させていただきます。 【田中大成】【矢尾主成】 

・ちょっと  

【井上常宏】【西野昌美】【杉本正一】【小泉義廣】 

・少し暖かくなってきました。春が待ち遠しいです。 

                           【桶谷三枝子】 

・炉辺会合報告お疲れ様です。     【鎌谷孝之】 

・炉辺会合第一班発表させて頂きます。 【谷尾準一】 

・職業奉仕講演会出席しました。    【田中 茂】 

本日(2月27日)の例会   3 月 5 日 

夜間例会 18：30～ 

越前市男女共同参画ｾﾝﾀｰ出前講座 

 はやおき亭貞九郎氏 

3 月 12 日 

会員卓話 

 林 豊和会員 

 

3 月 19 日 

 

休  会 

 

夜間例会 18：00～ 

クラブ協議会 

19：00～懇親会 


